
1996年　平成8 年

7/15あだち広報
第1134 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区中央本町1- 17- 1 　03( 3880) 5111㈹　編集/ 企画部広報課　FAX03( 3080) 5610

第18回足立の花火
7月25日(木)、午後7時15分～8時45分
( 打上げ開始、午後7 時30分) ※ 荒天の場合は26日に順延

荒川河川敷( 千住新橋～西新井橋回)

今年のテーマは「〝夏色ロマン〟心に響く足
立の花火」。約8, 500 発の色とりどりの花火が
夜空を彩ります。皆さんお誘いあわせのうえ、
ご 観賞ください。

当
日
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
観
覧
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

□
会
楊
で
ご
覧
の
皆
さ
ん
へ

マ
立
入
禁
止
区
域
(
図
上
に
は
危
険
で

す
の
で
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
▽
千

住
新
僑
、西
新
井
橋
上
か
ら
の
観
覧
は
t

正
で
す

Σ
鏥
に
は
駐
輪
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
転
車
に
よ

る
ご
来
場
は
ご
凍
懼
く
だ
さ
い

マ
ゴ

ミ
は
所
定
の
場
所
に
お
捨
て
く
だ
さ
い

※
な
お
、
会
場
内
に
響
察
、
消
防
の
本

部
、
救
護
所
を
設
け
て
い
康
司

緊
急

の
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
。

「
め
ぐ
り
あ
い
の
塔
」(
千
住
側
と
梅

田
刪
の
2
ヵ
所
)
紊
迯
匚
ま
す
の
で
、

待
ち
合
わ
せ
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

▽
会
場
周
辺
の
道
路

劭
2
黒
色
部

分
)
は
、
午
後
6
時
か
ら
終
了
予
定
の

且
陥
分
ご
ろ
ま
で
、
車
両
は
通
行
禁

止
と
な
り
ま
す

〉通
窟

重
区
域
内

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
所
轄
の
警
察
署

で
通
行
許
可
証
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い

〉
酋
都
高
速
中
央
環
状
線
千
住
新

橋
の
出
入
口
は
閉
鎖
し
ま
す

□
花
火
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

等
へ
、
防
炎
シ
ー
ト
奮
か
け
る
な
ど
の

監
視
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
周
辺
の
企
業
・
営
業
所
の
皆
さ
ん
へ

花
火
奎
天
し
く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
卜
観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興

課
内
)

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

図1 立入禁止区域・観覧場所等

図2交通規制案内( 午後6時～9時30分ごろまで)

青
少
年
に
有
害
な
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

子
供
た
ち
が
育
つ
環
境
は

地
域
で
守
ろ
う

近
ご
ろ
街
中
に
氾
濫
し
て
い
る
風
俗
関
係
の
チ
ラ
シ
や
捨

て
看
板
。
以
前
は
、
壑
崋
街
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、最

近
は
、
住
宅
街
に
も
進
出
心
て
き
て
い
ま
す
。

区
内
で
も
、
通
学
路
に
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
家
庭
の
郵
便

受
け
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
り
と
、
子
供
た
ち
の
目
に
ふ
れ

る
機
会
が
激
増
。大
人
社
会
の
問
題
が
そ
の
枠
を
越
え
、子

供
の
ま
わ
り
ま
で
、じ
わ
じ
わ
と
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

街
の
環
境
を
美
化
す
る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
を
健
全
に
育

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

撤
去
の
現
状
と
地
域
の
今
後

風
俗
関
係
の
捨
て
看
板
等
夸
す
ぐ
に

撤
去
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い

問
題
で
す
。
撤
去
す
る
に
は
、
看
板
等

が
置
か
れ
て
い
る
場
所
の
管
理
者
の
同

意
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
制
約
が
い
ろ

い
ろ
あ
か
ら
で
y
。
区
で
は
、
違
反

屋
外
広
告
物
の
撤
去
を
し
て
い
ま
す

が
、
撤
去
匚
た
あ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
掲

出
さ
れ

な
ど
イ
タ
チ
ゴ
ッ
コ
と
い
っ

た
状
況
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
乖
忝
こ
袤
ね
い

て
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
問

題
の
解
決
に
は
。
ど
き
つ
い
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
は
許
さ
な
い
と
い
う
、
地
域

全
体
の
強
い
姿
勢
が
必
要
で
す
。
最
近

は
、
地
域
の
懇
談
会
や
学
校
の
P
T
A

の
会
合
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
頻

繁
に
話
見
にい
が
も
た
れ
る
よ
つ
に
な

り
ま
し
た
。

個
人
で
対
処
し
た
燮
R

ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
地
域
と
行
叺
旦

体
と
な
っ
て
粘

り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
'
苫

が
、
最

も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。『
地
域
の

子
供
た
ち
ほ
、
地
域
で
守
る
』
そ
ん
な

活
動
が
拡
塑
龕
え
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
Q
豕
す
。

有
害
な
ビ
ラ
・
チ
ラ
シ
お
断
り

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
ま
す

区
で
は
、
平
成
2
年
か
ら
区
内
の
書

店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
・
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
ー
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ

店
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
悪
影
響

氈
心よ
ぼ
す
図
書
・
ビ
デ
オ
等
の
取
り

扱
い
に
配
慮
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
。
青
少
年
委
員
の
協
力
に
よ
り
、
風

俗
関
係
の
自
動
販
売
機
の
設
置
状
況
調

査
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
受
け
に
貼
る
「
有
害
な

ビ
ラ

ーチ
ラ
シ
お
断
り
」
の
ス
テ
ッ
カ

ー
7
万
枚
奎
作
成
。7
月
下
旬
か
ら
区

民
事
務
所
の
窓
口
等
に
お
い
て
無
償
で

配
布
し
ホ
す
。

こ
の
ほ
か
。
地
域
で
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
智
蜀
虱
仔
つ
て
い
求
罵

問
先
卜
青
少
年
課
調
整
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

7
月
2
2日
が
ら
中
部
福
祉
事
務
所
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
移
転
し
ま
す

7
月
2
2日
(
月
)
か
ら

、
中
部
福
祉

事
務
所
が

、
区
役
所
北
館
L

階
に
移
n

ま

す

。
な
お

、7

月
1
9日
(
金
)
ま

で
は

、
従
番

沁

り
南
館
H

階
で
業

務
を
行
っ
て
い
ホ
チ

。

ま
た
、7
月
2
2
日
(
月
)
か
ら

、社
会

-問
先
卜
中
部
福
祉
事
務
所

?
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

社
会
福
祉
協
議
会

昔
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

□ 訂正とお わび あだち広 報7 月5 日号3 面 の都市計画( 案) の記事中 、( 2)と( 3)の 東京都市計画用途地域・地 区の 区域につい て、正しく は 「花畑一 丁目

花畑二 丁目 花畑六丁目、花畑七 丁目 南花畑 四丁目、 南花畑五丁目の 各地内J で す 訂正し てお わびし ま す 問先= 都市計画係
一一
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くらしの情報

本庁舎へのお周い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
申
な
万
が
、各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
奮
万
‥
‘
{
だ
め
に
必
要
な
キ

帳
で
y
。障
害
観
覚
、聴
覚
、平
衡

機
能
、音
声
、言
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸

器
、ぼ
つ
y
」う
、直
腸
、小
腸
機
能
)

の
程
度
に
よ
り
、I
ト
ー
級
の
等
級
が

あ
n
汞
y
。手
嘸
の
交
付
に
必
要
な
診

断一
(

各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
零
Σ

の
費
用
の
う
石
、
一
部

丙
部
障
害ほ
3

千
円
、
そ
の
他
の
障
害
は
7
‘千
円
が

限
度
)
を
区
が
補
助
し
嫐
歹
。
な
お
、

手
帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、B
常
牛
活

用
具
な
ど
の
給
付
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

申
・
問
先
卜
管
轄
の
福

祉
事
務
所
(
表
I
)

□
愛
の
手
帳

知
的
障
害
者

思

の
方
が
各
種
の

援
護
を
受
け
る
た
め
に
£
畧
覃
嘸
で

す
。
障
害
の
程
度
で
l
t
t
度
の
等
級

が
あ
n
永
子

。

申
・
問
先
卜
▽
1
8歳

以
上
の
方
・
:都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

壺
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

マ
1
8歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童
相

談
所
(
3
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

※
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
方
は

必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
て
ぐ

だ
さ
い
:
■
a所
が
豕
わ
っ
た
と
き
/
氏

負
娠
石
つ
た
と
き
/
死
亡
し
た
と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
破
憮
レ
た
と
き

問

先
卜
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

児
童
育
成
手
当

(障
害
手
当
)

対
象
日
迴
塋
爲
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
・
・
・
知
的
障
害
者
で
　

「愛
の
手
疆
」l
t
瀧
/
身
体
障
害

で
「身
体
障
害
者
手
帳
」1
・
X
級
/

脳
性
マ
ー

手
当
観
l
l
l
歹
羊
瞋
円
※
所

得
制
限
が
ゐ
ひ
豕
y
。
ま
た
、
状
況
に

よ
り
申
諦
に
必
要
な
も
の
が
異
な
n
ま

す
の
で

、
お
問
い
命
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

。

申
・
問
先
卜
児
蓼

蛋

屎

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す

対
象
H
心
身
の
専
兄
や
障
害
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ

る
、
お
お
馼
郤
歳
以
上
の
方
、
ま
た

は
重
度
の
心
身
障
害
者
(
坦

の
い
る

家
庭
で
、
家
庭
で
の
介
護
が
困
難
な
方

サ
ー
ビ
ス
内
容
卜
食
事
の
世
話
/
衣
類

の
洗
濯
・
補
修
/
住
居
の
掃
除
・
整
理

螫
と
ん
/
身
の
回
り
の
世
話
/
生
活
必

香
』
の
買
い
物
/
医
療
機
関
と
の
連
絡

/
通
院
介
助
/
官
公
署
等
の
手
続
き
代

行
な
ど
派
遭
単
位
H
週
2
4
時
間
夲
限

度
と
し
て
、
調
査
の
?
寂
遣
※
介

護
を
し
て
い
る
方
が
休
養
を
と
っ
た

り
、
公
的
行
事
等
へ
参
加
す
る
場
合
に

も
利
用
で
き
斈
二
年
間
3
6
時
間
夲
限

度
)
派
遭
時
間
帯
日
午
前
1
時
～
午

後
i
時
。
た
だ
し
、
食
事
・
排
せ
つ
・

通
院
・
籥
替
え
の
介
助
等
、
特
別
の
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
午
前
'
」
時
F
9
時
　

早
朝
)
、
午
蔘
&
T
9
時
夜
間
)

の
派
I
も
あ
り
李
歹
。

※
世
帯
の
収

入
に
応
じ
て
賢
用
の
負
担
が
あ
2

ヂ

申
・
問
先
日
各
福
祉
富
務
所

簔
1
)

(乳
)
(
親
)医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

都
外
の
医
療
機
関
で
受
笋
レ
た
り
、

医
療
証
を
痔
た
ず
に
受
診
し
た
と
き
は

必
ず
領
収
書
(
受
診
者
氏
名
/
診
療
年

月
日
/
保
険
点
数
/
自
己
負
担
亟
額
/

医
療
機
関
名
の
記
載
の
あ
I
{も
の
}
を

舜
け
取
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
自
己
負
衵
額

の
一
苻
9

驫
き
は
、
領
収
書
/
印
か

ん
/
申
請
者
名
義
の
璢
穃
珊
帳
(
郵
便

局
以
外
)
/
愈
膠
i

証
/
健
康
保
険

証
を
窓
口
に
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
。

問

先
卜
児
熏
医
療
係

心
身
障
害
者
(
児
)の
巡
回
相
談

(
予
約
制
)
を
行
い
ま
す

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
を
仔
い

ホ
y
。
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど

の
相
談
は
、
こ
の
機
会
奮

」利
用
く
だ

さ
い
。

日
時
=
9
月
4
日

丞

、

午
後
L
時
廴
丿
時

場
所
H
竹
の
塚
障

害
福
祉
館

※
当
日
、
車
で
の
'
某
場

は
、
で
蜃
祭
吁
ご
遠
蘆
く
だ
さ
い

定
員
=
&
<

申
込
=
電
略
素
ほ
直

接
窓
口
(
予
約
制
)

期
間
卜
7
月
2
9

日
L
在
月
8
日

申
・
問
先
旦
皇
柾

事
務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
卜
2
0歳
未
満
で
心
身
に
獸
厦
お
よ

ぴ
中
度
の
障
害
「愛
の
手
帳
」
L
I
度

ま
た
は
身
体
障
客
耋
i
1
1
3

級
程

度
ご
氤
う
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
・・・所
得
が
限
度
額
以
↓
の
る
/

児
奮
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
璽

が
障
!
i

詔
竃
1
:

疂

的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
=

璽
度

・・・
5
万
巍
円
/

中
度
・・
立

舁

羊
5
3
0円

東
状
況
に
よ
り
甲
諦
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で

、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
H
I

罘

当

係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
・
第
2
回
)

日
時
等
卜
表
2
り
と
お
り

対
象
H
ホ

ーー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
l
t

希
g
U

、
講
習
期
間
中
、
全
日
夲
遏
し
て

受
講
で
き
ゑ
罠
の
方
″

定
員
卜
4
4人

(抽
選
)
S

用
ト
テ
キ
ス
ト
代
8
千

円
i
*
l
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

受
講
希
望
一
と
明
記

愬
7
7

月
2
4

日
必
着

申
先
H
障
害
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
1
1

問
先
日

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

四
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表2 ホームヘルパー養成講習3 級課程

臺在宅介護異習( 8時間) C) デイサービスセンター実習… 8月21・28日・9月
4日のいずれか1日、午前10降～午後3眄( 5時間) を選択Cyホームヘルつη 司
行訪問… 8月27・29・30日・9月2日のいずれか|日、午前9時～正午( 3時間)
を選択 ● 会場 は一部を除き、すべて日ノ出町総合ボランティアセンター です

あ
な
た
の
ご
家
庭
で
保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

□
家
庭
福
祉
S
(
保
育
マ
マ
)

昼
間
勤
め
て
い
る
た
め
、孑
奐
(
生

後
i
週
以
上
―
歳
未
満
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
き
な
い
お
母
さ
ん
の
代
わ
り

に
、そ
の
テ
堅
蓬
柾
員
の
お
宅
で
保

育
す
る
仕
事
で
歹
。対
象
H
区
内
在

住
(
特
に
綬
瀬
川
の
東
側
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
万
)
の
2
5
歳
～
6
0
歳
ま
で
の

方
で
、
保
母
・
教
員
・
看
護
婦
。
ま
た

は
保
健
婦
の
資
格
奮
お
持
ち
の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
供
(
生
後
―
ヵ
月

以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
飫
が

で
忝
な
い
お
毋
{
兄
の
代
わ
り
に
、一

時
的
に
そ
の
子
供
を
預
か
る
仕
事
で

す
。対
象
乱
扨
璽
の
保
育
経
験
の
あ

ゑ
民
在
住
の
2
5
斌
～
5
0
鎭
ま
で
の
万
　
　
　
　

1
い
ず
れ
も
I

※
施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

求
y
申
先
卜
社
蘊
摺
協
議
会

豊
(
3
B
B
O
)
5
7
4
0

問
先

卜
保
育
振
興
係

国
保
・
年
金

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
令
健
康
保
養
豪
語
、国
民

年
金
の
加
入
者
・
受
給
者
y
老
の
家
族

の
方
の
保
養
や
健
康
づ
く
口
零
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。「福
祉
の
増

進
と
教
養
・
文
化
の
向
卜
苳
皀
的
と
し

た
国
民
年
金
会
芦

『保
養
・
休
養
の

場
と
し
て
の
健
康
増
進
お
よ
び
福
祉
の

向
卜
蚕
日
的
と
し
た
健
康
保
養
セ
ン
タ

ー
』「ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
・
体
力
づ
く
り
に
よ
る
健
康
増
進

お
よ
び
福
祉
の
向
卜
蚕
目
的
と
し
た
総

合
健
康
セ
ン
タ
ー
・
健
康
セ
ン
タ
ー
」な

ど
、
現
在
5
5の
施
設
が
全
国
各
地
に
あ

2
チ
。旅
行
・
結
婚
式
・
合
宿
等
に
幅

広
く
冫
酒
用
く
だ
さ
い
。な
お
、ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「ゆ
と
り
そ
と
」は
、国
民
年
金

課
、区
民
事
務
所
の
窓
口
に
あ
ひ
ま
す
。

対
象
H
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受
給
者
　

(
割
引
料
金
)
{
ほ
か
、y
な
た
で
も

□
生
き
か
い
講
座

▽
健
康
(
保
養
)
セ
ン
タ
ー
・
・
・
年
金
講

唄
健
康
講
座
、
教
養
講
座
、
趣
味
の
講

座
▽
こ
ま
ば
エ
ミ
ナ
ー
ス
:
定
期
的

教
室
(
着
付
け
、
革
工
芸
、
s
暹
、
茶
道
、

華
道
、英
会
話
)

申
込
占
羅
施
設
へ

問
先
日
国
民
年
令
課
推
進
係

障
害
・
遺
族
基
礎
(旧
母
子
)
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
・
遺
壺
篷
(
旧
母
子
)
年
金

奮
卮
そ
い
る
呎
の
方
に
、
「
現
況
届
」

の
用
紙
(
(
ガ
キ
形
式
)
奢
&
鳬
一
日

に
郵
送
し
奔
紀
之
2
0
歳
前
の
病
気
や

ヶ
ガ
に
よ
る
障
害
系
礎
年
金
の
受
給
者
/

福
祉
年
会

気
切
ひ
替
え
ら
れ
た
啅
I

旧
母
子
)
年

金
の
受
給
者
)
。「
現
況
届
」
は
、
引
き

-
必
賢
掌

続
き
で
y
。
必
要
事
項
云
`
入
・
押
印

の
冫
凡
丿
逕
ぐ
の
区
民
事
務
所
で
証

明
を
受
け
て
、
必
ず
`
」
月
叭
甘
ま
で
に

国
民
年
令
課
給
付
係
へ
郵
送
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
な
お
、
同
時
に
「所
得
審
き

も
行
い
ホ
ヂ
の
で
、
所
得
が
な
い
場
合

で
も
、
未
申
告
の
万
は
、
前
年
分
(
7

年
中
)
の
所
得
に
つ
い
て
区
民
税
の
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
(
8

年
1
月
1
ぼ
現
在
の
住
所
地
で
行
つ
て

く
だ
さ
い
)
。

問
先
=
国
民
年
金
課

給
付
係

国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書

7
月
1
9日
に
お
送
り
し
ま
す

8
年
度
住
民
税
の
蓆
定
に
伴
い
、
今

年
度
の
国
恩
頑
保
険
料
が
決
ま
n
ま

に
た
。
保
険
料
決
{
蛋
茹
書
と
、
7
月

廴
胃
分
駟
付
書
お
よ
び
一
括
払
込
用
　

(
7
月
t
3
月
金
納
用
)
納
付
書
を
、

7
月
1
9
β
に
郵
送
し
豕
y
。
た
だ
し
、

8
年
度
ぽ
氏
税
が
確
定
し
て
い
な
い
方

(申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)

は
、
7
年
度
住
民
税
に
基
つ
い
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に

は
、
今
年
■
晧
{
税
が
確
定
し
た
時
点

で
、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
レ
た
納
入

通
知
!
簒
l
卩
¥
ヂ
。
国
隘
頑

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末
耳
手

。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課
資

格
賦
課
係

納
税
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

8
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
1

期
分
y
継
自
動
車
税
の
納
期
限
が
過
ぎ

ま
し
た
。
―

率

の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
さ
れ
な

い
と
き
に
は
釁
し
押
さ
x
等
の
処
分
を

受
け
る
y
と

が
あ
2

チ
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
事
情
が
あ
っ
て
駟
付
で
き

な
い
場
合
や
そ
の
他
不
明
硲
R
が
あ
る

と
き
に
は

そ
き

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
日
納
税
課
納
税
第
L
・
第
2
係

ひ

ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
映
像
鑑
賞
と
話
し
合
い
「
地
球
汚

染
、
海
は
ひ
そ
や
か
に
警
釁
す
る
」
7

月
1
9日
(
金
)
、
午
後
7
時
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/
無
料
/
当
日
直
接
会
場
へ
/

寺
山

・
l
(
3
8
9
7
)
5
8
2
4

☆
夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
S
8

月
菅
～
召
(
冫
泊
1
日
)
/
那
須

甲
子
少
年
自
然
の
衣
/
小
学
L
年
生
以

上
の
方
(
小
学
卜
L
1
年
ま
で
は
父
兄

同
浬
/

大
人
E
1
万
7
千
円
、
小
学

生
・
:
1万
1
千
円
/
佐
々
木

言
(
3
8
8
3
)
4
4
2
D

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

□ 手話教室期間=9月7日～9年2月15日( いずれも土曜日、全10回) 、午後1時30分～3時30分申込=往復はがきに住所、氏名、年齢、性別、電話番号、
手話経験の有無を明 記 期限=7 月31日必薯 場・申・問先= 都立足 立ろう学校公開講座係 〒121 花畑7- 23- 153883- 8527
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健

康

お気軽にご参加
ください

成人病
健康教室

成
人
鰐
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関

実
易

を
客
処

方
は
、
保
健
所
、
保

健
相
談
所
で
健
康
教
室
奮
行
つ
て
い
ま

す
。
健
診
結
果
壹
の
な
た
の
健
蹶
つ
ぐ

り
に
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
等

日
表
3
の
と
お
り

定
S

卜
各
4
0人

(先
着
順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
、
健
康
診
春
審
ほ
て
い
な
い
方

で
も
甲
し
込
み
i
冗
け
付
け
l
y

申

込
川
電
話

申
・
問
先
必
忌
辰
罵
・

保
健
相
談
所

表3 成人病健康教室

臺時間はいずれも 、午後1 時30 分から3 時3{ }分

潰
瘍
性
大
腸
炎
講
演
会

漕
礑
性
大
腸
炎
の
診
断
・
治
療
と
日

常
生
活
の
過
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

日
時
卜
8
月
2
日

釡
)
、
午

後
L
時
叩
が
～
t
時
対
象
H
潰
瘍
性

大
腸
炎
の
万
と
そ
の
家
族

講
師
H
武

藤
徹
一
郎
氏
(
東
京
大
学
付
属
病
院
第

1
外
科
教
授
)

費
用
卜
無
料

申
込

日
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
江
北
保
健

想
餅

a
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

食
と
健
康
教
室

ら
く
ら
く
メ
ニ
ュ
ー
に
親
子
で
挑
戦
!

日
時
日
7

鳳

哲
(

月
)
・
2
3
日
(
火
)
、

午
後
L

時
3
0
分
A

時
3
0分

対
象
N

小
学
I
F
6

年
牛
ま
で
の
親
子

内
容
H
1

日
目
・・・
親
子
で
調
理
実
蔘
と
試
食

/
2
日
目
・
:
親
子
で
連
聊
と
楽
し
い
ゲ

ー
ム

定
員
儿
均
組
(
先
譱
唄
)

費

用
H
無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保

健
所

魯
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

が
ん
ば
り
っ
こ
を
育
む
朝
食
づ
く
り

日
時
卜
7
月
2
4
日
(
水
)
・
3
1
日
丞
、

午
後
L
時
3
0
分
A
時
叩
分
対
象
H

小
・
中
学
生
の
母
親
内
容
H
1
日
目

=
・
バ
ラ
ン
ス
を
?
凡
た
簡
単
な
朝
食
つ

く
リ
/
2
日
目
…
体
力
づ
く
り
と

爽
快
な
運
動

定
S
H
3
0人
(
先
着

順
)

費
用
日
無
料

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
日
東
和
保
健
相
談
所

さ
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

生

活

環

境

「
都
市
高
速
鉄
道
日
暮
里
・
舎
人
線
建
設

事
業
」の
環
境
影
響
評
価
書
の
公
示
・
縦
覧

東
京
都
環
煉
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
築
つ
き
、
7
月
2
2
日
に
環
境
影
一
評

価
書
を
公
示
し
、
次
{
と
お
麗
髻
じ

家
y
。
こ
蠹
鉐
書
は
、
事
業
者
が
皆

六
ん
か
ら
出
さ
れ
た
'
遍
見
や
区
長
の

意
見
、
知
事
の
番
査
意
見
書
に
棊
つ
い

ア
靡
価
書
案
に
検
討
を
加
え
作
成
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
縦
覧
は
、

環
境
影
一
評
膠
手
続
き
の
最
終
段
階
に

あ
た
n
汞
歹
。
縦
覧
期
間
卜
7
月
2
3

日～
8
月
6
日
王
、
日
曜
日
を
啄
く
)

縦
覧
時
間
日
午
前
9
時
3
0
分～
午
後
4

時
3
0
分
縦
覧
場
所
卜
環
境
課
、
都
・

環
境
保
全
局
環
境
影
響
評
価
審
査
室
　

(
都
庁
第
L
本
庁
舎
北
塔
3
6
階
)
。
都
・

多
摩
環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁

舎
t
階
)
※
中
央
図
書
館
、
江
北
区

民
事
務
所
、
西
新
井
区
民
事
務
所
、
鹿

浜
区
民
事
務
所
、
舎
人
区
民
事
務
所
で

も
閲
覧
で
瘴
乖
ヂ

問
先
卜
都
・
環
境

保
舍
留
蔵
影
響
評
価
審
査
室

豐
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

環
滾
課
調
整
係

住
居
表
示
板
を

紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
家

屋
の
玄
関
等
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居

表
示
板
祿
色
の
ア
ル
ミ
板
)
奮
`
損
・

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
新
し
い

住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い

ホ
y
。
ど
つ
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
住
居
表
示
相
当

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
建
築
物
の

解
体
・
改
修
工
事
は
届
け
出
を

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
建
材
を
使
用

し
た
建
築
物
の
解
体
・
改
修
工
禀
を
忖

う
場
合
は
、
飛
散
防
止
対
策
と
と
も

に
、
工
事
の
珀
苣
前
ま
で
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。
な
お
。
区
で
は
中
小
企
業

を
対
象
に
、
同
工
事
も
含
め
て
、
公
害

防
止
資
金
の
融
資
あ
っ
廿
ん
査
忖
っ
て

い
ま
す
。

□
届
け
出
か
必
要
な
建
築
物
等

▽
延
べ
1
5㎡
以
上
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
奎
便
用
し
て
い
る
建
築
物
・
工
作

物

▽
延
べ
床
面
積
5
0
0㎡以
上
の
建
築

物
・
工
作
物
で
、
吹
き
付
け
ア
ス
ペ
ス

卜
豕
た
は
ア
ス
ベ
ス
ト
保
温
材
を
恋
用

し
て
い
'
(も
の

申
・
問
先
卜
環
境
課

指
導
第
一
・
二
係

お
知

ら
せ

災
害
救
護
セ
ミ
ナ
ー

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
時
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勣
啻
貘
甼
る
方
を
対

象
に
、
災
害
救
護
セ
ミ
ナ
ー
を
冥
施
し

ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
盆
蓊
レ
た
方
は
、

8
月
3
1
日
王
)
・
9
月
1
日
亘

に
行
わ
れ
る
東
京
都
・
足
立
区
合
同
総

合
防
災
訓
練
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
武
齟
い
し
ホ
歹
。日
時
等
日

a
月
3
日
王
丁
・
災
害
救
護
学
習
、

盡
霑
贋
訓
練
、規
律
行
動
訓
練
、c

急
机
臘
訓
練
、ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
/
&
月

4
日
(

日
)
・・・
資
材
組
み
立
て
・
操
作

訓
練
、
非
常
食
炊
き
出
し
実
習

、
災
害

救
護
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
、燮
展
習

等
※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
1
時
～

午
後
5
時

場
所
卜
生
物
園

定
員
=
6
0

人

申
込
卜
電
話

期
限
=
7
月
2
6

日

申
・
問
先
日
災
害
対
策
係

教
育
研
究
所

の
臨
時
休
館

殺
虫
消
毒
作
業
の
た
め
、8
月
4
白

亘

は
臨
時
休
館
し
豕
す
。

問
先

日
教
育
研
匙
町

昔
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

グ
ル
ー
プ
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
'
9
6

荒
川
放
水
路
通
水
7
0周
年
を
記
念
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
荒
川
流
域
の
一
斉
清

掃

。荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
↑
も
、
今

年
で
I
回
g

霈
餮
金
子

。
グ
ル
ー
プ
'

にと
に
参
加
し
。
河
川
敷
の
ゴ
ミ
調
査

や
水
質
検
査
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
卜
1
0月
2
7
B
(日
)

場
所

卜
荒
川
河
川
敷
(
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
選

定
)
申
込
H
電
話
期
限
=
0
0
月
S
り

□
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
=
7
月
召
二
土
)
、
午
前
1
0

時
小
菅
駅
燮
に
内
容
H
荒
川
を
汚
し

て
い
る
も
の
、
歩
い
て
観
察
▽
日
時

=
9
月
7
日
(
土
)
・
8
日
(
日
)
、

午
前
&
時
赤
羽
駅
集
合
内
容
H
荒
川

上
流
・
大
滝
村
を
t
y
ね
て
費
用
H

々
手
円

▽
R蒔
儿
…肓
y
a
恚
、

午
前
1
0時

場
所
=
1
橋
区
船
扈
区
民

セ
ン
タ
ー
内
容
=
H
o
w
T
o
荒

川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト

※
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
廿
7
、だ
さ

い

問
先
乱
末
部
計
画
調
輅
課

第
1
回
国
際
交
流
講
演
会

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
活
と
文
化
に
つ
い
て

轡
笠
区
国
際
親
善
協
会
の
特
別

非
常
聊
と
し
瓦
迴
中
の
マ
リ
ア
ン
ー

フ
ォ
ガ
テ
ィ
氏
が
、
母
国
牙
I
ス
ト
ラ

リ
ア
奮
日
本
語
で
紹
介
し
豕
y
。
日

時
日
7
月
1
9
B
(
金
)
、
午
後
1
時～

3
時

鳩
所
H
区
役
所
爾
館
辺
愿
(
会

議
室
A

費
用
=
無
料

申
込
卜
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
卜
国
際
交
流

□
町
正
と
お
わ
ぴ
あ
だ
ち
広
報
」
辱
4
T
a
7
'
ペ
ー
ジ
の
「
内
山
久
!
x
砥

『
内
山
久
怙
'
&
の
誤
圦
と
た
。
l
。
(
広
報
課
)

あだちまつり

A- Fest a' 96通信
エ ーフェ

スタ

10月12 日(土)・13日(日)

荒川河川敷虹の広場

北千住駅西口等

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
ご

ど
も
に
な

れ
る
日
A
j
F
e
s
t
a

」
。
だ
れ
も

が
'
黔

石

り
心
で
楽
し
め
る
7
‘日
間
、
'
f

ん

な

ま
つ
口
忝
企
画
中
で
す
。ま
た
、

記
念
グ
ッ
ズ
も
発
売
予
定
。
今
後
の
A
F
I

リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー

出
店
団
体
募
集

対
象
卜
区
内
の
地
域
活
勦
鷽
旦
夕
子

る
非
営
利
団
体

範
囲
H
テ
ン
ト
(
2

間
×
3
間
)
の
半
分
を
F
区
画
と
し

て
2

区
画
ま
で

募一
団
体
数
H
I

区
画
出
店
・
:
1
5団
体
/
2
区
画
出
店
…
1
0

団
体
(
各
抽
選
)

施
設
使
用
料
H
I

区
回
1
万
8
千
円

申
込
H
電
話

期
限
叭
片
2
6
日

協
賛
企
業

募
集
中
!

申
・
問
先
H
足
立
区
区
民
ま
つ
り
委
員

会
事
務
局
(
地
域
振
興
課
育
成
係
)

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

ち
ょ
っ
と
の
つ
も
り
が
迷
惑
に

夏
休
み
に
多
く
な
る

放
置
自
転
車

区
?
ほ
、
駅
前
周
辺
珊
m
以
内
を
自

転
車
放
置
翠
止
区
域
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
粟
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
撤
去
し
て
駅
ご
と
の
目
転
車
移
送

所
に
運
び
保
管
。夏
休
み
期
間
中
は
、

学
生
・
生
徒
の
目
転
車
放
置
が
目
立
ち

ま
す
。「
う
っ
か
り
放
置
で
、
撤
去
料

を
支
払
う
」
と
い
う
'
」と
の
な
い
ぶ
つ

ヽ
旌
意
ぐ
だ
さ
い
。
引
き
取
り
の
際
に

は
撤
去
料
と
し
て
7
‘千
円
を
薇
収
し
ま

す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
鷺
唇
茗

と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
撤
去
自
転
車
の
中
に

は
屁
難
車
も
多
く
あ
n
ま

す
か
、
住
所
・
氏
名
が
記

入
し
て
な
い
た
め
持
{呈

に
戻
5
な
い
自
転
車
が
た
S

兄
あ
2

チ

。
自
転

車
に
は
、
防
犯
彗
默
を
し
て
住
所
と
名

前
を
記
入
し
、
カ
ギ
を
二
重
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
自
転
車
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ご注意ください! 電話機の訪問販売電
話
栂
ほ
、
今
や
私
た
ち
の
盂
一
'に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
電
話
機
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
も
堰
加
し
て
い
廖
歹
。
各
地
の

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
は
、
昨
年
だ
け
で

3
千
件
近
い
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
&
割
以
卜
ほ
、
家
庭

へ
の
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、

購
入
者
も
在
宅
率
の
高
い
自
営
・
自
由

業
、
主
婦
、
高
齢
者
の
方
々
が
大
半
と

な
っ
て
い
廖
歹
。

□
「
ダ
イ
ヤ
ル
式
は
使
え
な
く
な
る
」

は
ウ
ソ
!

苦
情
で
多
い
の
は
、
販
売
員
の
説
明

蚩
孱
じ
て
契
軻
そ
し
ま
い
、
後
に
な

っ
て
「
価
格
が
高
い
≒

説
明
に
ウ
ソ

が
あ
っ
た
」
な
と
の
理
由
で
業
者
に
解

約
を
申
し
出
な
呎

に
じ
て
も
6
兄
な

い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
す

。
キ
な
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
は
上
県

と
お
り
で
T

。

□
訪
問
を
受
け
た
ら

販
売
員
の
脆
叨
奮
t
の
掌
羞
卩
な

い
で
。
必
ず
鵆
杯
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま

た
。
ト
ラ
ブ
ル
に
ま
寺
蛩
R

て
し
ま

っ
た
時
は
、
至
急
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
日
消
費
者
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

掲
示
板

□
特
別
費
護
老
人
ホ
ト
ム
『
ゆ
う
あ
い

の
郷
・
扇
』
一
護
婦
・
調
理
パ
ー
ト
募
集

▽
看
護
婦
・
・
・
対
象
H
2
4
～
4
0
歳
く
ら
い

ま
で
の
方
勤
務
時
間
H
午
前
1
時
～

午
後
i
時
4
0
分
、
ま
た
は
午
前
1
0
時
2
0

分
～
午
後
冫
時
邇
秀
旨
T
回
、
4

週
冫
休
布
ぷ
ぴ
祝
a
が
休
日
、
夜
勦
は

あ
り
ま
廿
&

報
酬
等
卜
都
職
員
給

与
規
定
に
準
ず
夊
'、
交
通
費
支
給
、
社

会
保
険
有
り

マ
調
理
パ
ー
ト
・
:
対
象
卜
4
0
歳
ま
で
の

方
内
容
日
入
所
者
の
朝
食
作
n
か
ら

後
片
付
け
勤
務
時
間
日
午
前
1
時
～

9
時
1
5
分
(
か
凄
T
休
)
募
集
人
s

卜
若
干
名

-
い
ず
れ
も
1

申
込
↓
`
話
連
絡
の
う
疋
、履
歴
書
を

送
付
ま
た
は
持
参

申
・
問
先
=
ゆ
‘つ

あ
い
の
郷
・
扇

〒
1
2
3扇1
1
5
2
1
2
3

壺
(
3
8
5
6
)
1
1
9
Q

り

□ 小台処理場施設見学会・ミニフェア日時=7月26日( 金) 、午前10時～午後2時内容=施設見学会、アニメ映画上映、金魚すくい・どじょうつかみ大会ほか　

※ 記念品 贈呈有り 申 込= 当 日直 接会場へ 場・問先= 都・小台 処理場03919 ―7001
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第
9
回
手
づ
く
り
い
か
だ
レ
ー
ス

～
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
中
～

日
程
日
8
月
2
5日

亘

塋
箱
所

卜
荒
川
河
川
敷
「
虹
の
広
場
」
前

対

象
H
小
学
校
4
年
生
以
上
の
健
康
な
方

内
容
日
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ス
部
門
(
約
1

㎞
の
コ
ー
ス
を
周
回
)
…
3
0艇
(
冫
人

乗
り
)
/
ア
イ
デ
ア
レ
ー
ス
部
門
(
い

か
だ
の
ア
イ
デ
ア
を
觀
い
合
い
求
す
)

・
:
2
0艇

了
人
以
内
)
/
高
校
生
部
門

(約
U
㎞
の
コ
ー
ス
を
周
回
)
五
2
0艇

(吸
人
乗
り
)

※
高
校
生
部
門
に
限

り
、
い
か
だ
貸
し
出
し
あ
り

費
用
卜

人
に
つ
き
千
円
(
傷
害
保
険
料
を
莟

む
、
た
だ
し
、
高
校
生
は
無
料
)
申

込
H
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
。
郵
送
袤
た
は
直
接
窓
口
(
先
着
順
)

※
事
前
説
明
会
を
&
月
4
日
百
)
の

午
後
5
時
3
0
分
～
7
時
3
0
分
に
青
年
セ

ン
タ
ー
で
行
い
康
司

参
加
費
用
は
、

説
明
会
で
集
舍
望
子
。

申
・
問
先

日
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

荒
川
と
友
達
に
な
ろ
う
!

ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
卜
・
イ
ン
・
ア
ラ
力
ワ
'
9
6

ど

も
だ
ち
・
み
ら
い
・
あ
ら
か
鈩

奮
ア
ー
マ
に
、
足
立
区
を
は
じ
め
ど于

る
荒
川
沿
い
の
冫
市
8
区
と
擂
設
省
の

主
催
で
「ア
ウ
ト
ド
ア
・イ
ベ
ン
ト
ーイ

ン
ーア
ラ
カ
ワ
」を
開
催
」
稾
す
。
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
區
り
だ
く
さ
ん
。ヽ
豪

族
連
れ
で
ザ
圷
お
出
か
け
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
日
7
月
2
0日
子

、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
場
所
H
墨
田
区
荒
川

河
川
敷
運
動
場
(
東
武
伊
勢
崎
線
鐘
ケ

淵
駅
・
京
成
押
上
線
八
広
駅
か
ら
徒
歩
m

芬
)

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慂
ぐ

だ
さ
い

内
容
ト
ス
ボ
ー
ツ
コ
⊥
个

、

荒
川
体
験
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
舟
人
鍋
、

物
産
展
等

問
先
卜
土
木
部
計
画
調
整

課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

夏
休
み
子
ど
も
実
験
教
室

糖
分
や
着
色
料
の
簡
単
な
実
験
と
添

加
物
に
つ
い
て
学
ぴ
i
T
。日
時
日

7
月
2
5
日
呆
)
・
2
6
日
(
金
)
、い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
場
所

H
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
卜
区
内
在

住
の
小
・
中
学
生
(
小
学
I
A

年
生

は
保
護
者
同
伴
)
内
容
日
1
日
目
…
　

「
甘
さ
ひ
か
え
め
こ
¥
凪
?
/
2
日

目
・・
'き
れ
い
な
色
は
何
の
色
7
・

定

員
卜
2
0人
(

先
着
順
)

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
消
費
者
セ
ン
タ
ー

7
3
8
8
0
)
5
3
8
5

郷
土
博
物
館
　紙
す
き
体
験
教
室

足
立
で
は
農
家
の
副
業
と
し
て
紙
す

き
(
再
生
紙
つ
く
り
)
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。こ
の
方
法
を
利
用
し
て
、
手

す
さ
に
よ
る
(
ガ
キ
づ
く
n
蚕
付
い
ま

す
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
(
ガ

キ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

凵
7
月
2
8
E
亘

、
午
後
2
時
～
4

時
対
象
卜
小
学
校
3
年
生
以
上
定

貝
卜
2
0
人
費
用
H
無
料
申
込
卜
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
恋
明
記
(
ひ
と
り
L
枚
)
期

限
H
7
月
刀
一
日
必
着
問
先
卜
郷
土
博

物
館
〒
1
2
0
大
谷
田
5
-
2
0
1
1

e
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

夏
季
区
民
教
養
講
座

足
立
の
近
世
を
学
ぶ

日
時
卜
7
月
荅
二
旦

、
午
後
1
時
3
0

分
(
午
後
L
時
か
ら
受
け
付
け
)

場
所
H
青
年
セ
ン
タ
ー

内
容
凵
折
笹

中
期
関
東
郡
代
伊
奈
氏
下
級
役
人
の
職

務
活
勵
匚
佐
野
弥
内
蔵
の
鷹
場
・
普
請

関
係
職
務
-

講
師
卜
森
朋
久
氏

痼

土
博
物
館
専
門
員
)
S

用
H
無
料
(
先

煮
欠
に
資
料
配
付
)

申
込
裁
冒

直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物
館
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あだち

梅雨の晴れ間に
花ショウブ

し ょう ぶ沼公園では、6 月いっぱい、ショ

ウブ田を開放。 花ショウブの、ほんのすぐそ
ばまで近寄れるとあ って、家族連れからグル
ープまで大にぎわいでした。特に、6 月8 ・9
日は花ショウブの展示や販売も。
「毎年この季節になると。花ショウブ が楽

し みで必ず来るね」と綾瀬七丁目の大 森さん。
今まで降っていた 雨が、ち ょうどあがった

その瞬間、花ショウブはその優美さに、磨き
をかけるようでした。

す
く
す
く
元
気
に
育
っ

てい
ま
す

生
物
園
で
オ
シ
ド
リ
の

ヒ
ナ
誕
生

「お
母
さ
ん
待
つ
て
え
」
と
、
踟

が
聞
こ
え
て
き
そ・刄
這
珱
は
、
生

物
園
の
放
鳥
園
で
の
ひ
と
コ
マ
。こ

こ
で
、
6
月
1
0日
に
オ
シ
ド
リ
の
ヒ

ナ
が
、
2
羽
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
鳥

の
あ
と
を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
一
生
懸

命
に
つ
い
て
歩
き
、
愛
ら
し
い
姿
を

振
n
ま
い
て
い
ま
す
。

オ
シ
ド
リ
は
、
人
工
飼
育

で
の
ふ
化
は
難
し
い
と
い
わ

れ
て
い
ネ
歹
が
、
同
園
で
は
3

年
続
け
て
ヒ
ナ
が
誕
生
。

放
鳥
園
の
4
7種
、
約
圀
羽
の

鳥
た
ち
と
の
共
同
生
活
の
中

で
、
元
気
に
す
く
す
く
育
つ

て
い
ホ
T
。
た
だ
、
雨
や
見

学
者
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
弱

い
と
の
こ
と
。温
か
く
見
守
つ
て
あ
け

た
い
で
す
ね
。

放
鳥
園
で
は
い
ろ

い
ろ
な
鳥
を
見
る
'

こ
と
が
で
き
ま
す

お
相
撲
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
!

6
月
6
日
、
青
井
保
育
園
に
玉
ノ
井
部
屋
の
力
士
叉

が
来
園
。
地

域
の
人
と
の
交
流
を
嚶
め
る
イ
ベ
ン
ト
ヱ

れ
あ
い
あ
そ
卩

に
訪
れ

た
も
の
で
す
。
快
晴
の
こ
の
日
、
お
よ
そ
2
0
0人が
参
加
し
て
大
に
ぎ
わ

い
。
初
め
て
力
十
を
間
近
で
見
て
、
泣
き
出
す
子
も
い
声
レ
た
が
、「
ま

た
遊
び
に
采
て
ほ
し
い
な
あ
」「「
ツ
ケ
ヨ
イ

ノ
コ
ッ
タ
が
で
き
て

冫
か
っ
た
」
と
大
喜
ぴ
で
し
た
。

6/18・19
新庁舎アトリウムが

お花畑に
夏
花
品
評
会
が
新
庁
舎
L
階
ア
ト
リ

ウ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
区
内
の
花

き
栽
培
農
家
の
乖
さ
ん
が
精
魂
込
め
て

作
っ
た
夏
菊
、ダ
リ
ア
、ユ
り
な
ど
1
4
9点

が
並
べ
ら
れ
、
自
然
光
を
浴
び
て
輝
く

様
は
ま
る
で
お
花
畑
。
菊
の
さ
わ
や
か

な
香
り
の
中
、選
考
会
が
行
わ
れ
、午
後
L

時
か
ら
は
先
着
2
0
0
人
に
夏
菊
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
用
意
し
た
花

は
、
1
0分
で
な
く
な
り
、
蚤
実
と
足

立
の
農
業
豪
十
二
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
し
た
。

区
内
2
ヵ
所
で
ホ
タ
ル
の
夕
ベ

6
月
1
4日
に
生
物
園
、
6
月
2
1日
に

中
川
処
理
場
で
「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」
が

行
わ
れ
声
処

。
ホ
タ
ル
の
寿
命
は
成

虫
に
な
っ
て
約
1

簡
と
短
い
命
。

生
物
園
で
は
、
ホ
タ
ル
の
養
殖
に
成

功
し
、
2
年
前
に
「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」

奎
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
一
方
、
中
川
処

挧
璃
で
は
、
処
理
水
の
一
部
奎
芍

た

親
水
ス
ペ
ー
ス
に
ホ
タ
ル
夸
目
牛
ざ
せ

て
お
り
、
6
年
前
か
ら
飛
ぶ
ふ
つ
に
な

っ
た
と
の
y
にと
。

都
内
刄
ば
と
ん
y
に見
る
こ
と
の
で
き

な
く
な
っ
た
ホ
タ
ル
。
両
日
と
も
小
雨

が
降
る
不
安
定
な
天
候
の
な
か
、
多
く

の
人
た
ち
が
集
ま
ひ
声
レ
た
。
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